
今月の主な内容
●市議会定例会開催…4 ●プルマン市へ行ってきます…5 ●タウントピックス…8 ●タウンインフォメーション…12

�

面　積／150.44�
市　木／カシ
市　花／サルビア

▲大西繁三さん（東高室）から市内全保育園と幼稚園にいただいた、交通安全祈願のおひなさまを手にする園児たち
（賀茂幼稚園）

特集 リサイクル都市をめざして（2ページ）
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特特特特　　　　集集集集
リサイクル都市
をめざして

リ
サ
イ
ク
ル
都
市
を
め
ざ
し
て

│
捨
て
れ
ば
ご
み
、
分
け
れ
ば
資
源
│

加
西
市
の
ご
み
を
処
理
す
る
た

め
に
４
億
３
千
５
百
万
円
が
必
要

で
す
。
市
民
一
人
あ
た
り
８
千
３

百
円
も
の
貴
重
な
税
金
が
使
わ
れ

て
い
ま
す
。
一
人
ひ
と
り
が
ご
み

に
な
る
も
の
を
買
わ
な
い
、
使
わ

な
い
。
紙
パ
ッ
ク
な
ど
再
生
で
き

る
も
の
や
繰
り
返
し
て
使
え
る
容

器
を
利
用
す
る
。
ご
み
と
な
っ
た

も
の
は
き
っ
ち
り
分
別
す
る
な
ど
、

自
分
の
こ
と
と
し
て
ご
み
問
題
を

考
え
ご
み
を
減
ら
す
こ
と
を
家
庭

か
ら
始
め
て
く
だ
さ
い
。

加
西
市
で
は
現
在
、
紙
パ
ッ
ク
、

ト
レ
イ
・
発
泡
ス
チ
ロ
ー
ル
、
空

き
缶
、
び
ん
類
を
資
源
と
し
て
分

別
収
集
し
て
い
ま
す
。

◯
紙
パ
ッ
ク
は
高
品
質
の
原
料
で

出
来
て
い
て
、
紙
パ
ッ
ク
30
枚
で

ト
イ
レ
ッ
ト
ペ
ー
パ
ー
が
５
個
再

生
さ
れ
て
い
ま
す
。
加
西
市
に
お

け
る
紙
パ
ッ
ク
の
回
収
量
は
平
成

10
年
度
１
９
・
３
９
ト
ン
で
し
た

か
ら
１
０
７，
７
２
２
ロ
ー
ル
再
生

さ
れ
た
こ
と
に
な
り
ま
す
。
大
切

な
資
源
な
の
で
、
１
枚
も
無
駄
に

は
出
来
ま
せ
ん
。
ま
た
、
ト
レ

イ
・
発
泡
ス
チ
ロ
ー
ル
は
高
温
で

溶
か
し
て
処
理
を
し
た
も
の
が
、

ビ
デ
オ
テ
ー
プ
な
ど
の
一
部
に
再

生
さ
れ
て
い
ま
す
。

リサイクルセンターでは分別収集したペットボトルの選別、圧縮、梱包処理とトレイの減容処理、牛乳パックの選別を行います。
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家庭から出る野菜くずなどのごみの自家
処理方法として、ごみ減量化機器を設置し
ていただくための補助金制度があります。

◯
あ
き
び
ん
は
ガ
ラ
ス
び
ん
を
再

生
す
る
大
切
な
資
源
で
す
。
食
料

品
の
び
ん
だ
け
を
３
種
類
に
色
分

け
し
て
回
収
し
て
お
り
、
少
し
で

も
耐
熱
ガ
ラ
ス
や
せ
と
物
、
陶
磁

器
な
ど
異
物
が
混
ざ
っ
て
い
る
と

リ
サ
イ
ク
ル
で
き
な
く
な
り
ま
す
。

み
な
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

生ごみ減量機器の購入補助金

補助金の金額
減量化機器の種類

品　名

コンポスター
容器

100リットル
以上 2,500円

生ごみ処理
容器

購入金額の50％
（100円未満切捨）

生ごみ処理
機器

能力1日又は
1回につき
500g以上

購入金額の25％以
内とし、限度額を
20,000円とする。
（100円未満切捨）

規　格
補助金の金額

（注）１世帯（同居は１世帯とする）につきコンポ
スター容器及び生ごみ処理容器２基、生ごみ処
理機器１基とする。同種減量化機器について２
回以上補助を受けることはできません。



三者の具体的な役割分担

3

容
器
包
装
リ
サ
イ
ク
ル
法
は
、

清
潔
で
安
全
な
生
活
を
守
る
こ
と
、

ご
み
処
理
を
円
滑
に
行
う
こ
と
、

そ
し
て
資
源
の
有
効
な
利
用
を
図

る
こ
と
を
目
的
に
、
平
成
９
年
４

月
か
ら
施
行
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の

法
律
は
、
ご
み
と
な
る
容
器
や
包

装
紙
を
資
源
と
し
て
再
利
用
す
る

こ
と
を
法
律
で
定
め
、
市
民
、
行

政
、
事
業
者
の
三
者
が
一
体
と
な

り
み
ん
な
で
ご
み
の
減
量
に
取
り

組
も
う
と
い
う
も
の
で
す
。

ま
た
、
平
成
13
年
４
月
か
ら
は

家
電
リ
サ
イ
ク
ル
法
が
施
行
さ
れ
、

家
電
品
の
う
ち
、
テ
レ
ビ
、
冷
蔵

庫
、
洗
濯
機
、
エ
ア
コ
ン
に
つ
い

て
製
造
メ
ー
カ
ー
・
小
売
店
・
消

費
者
が
協
力
し
て
製
品
を
リ
サ
イ

ク
ル
す
る
義
務
を
負
わ
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。
不
用
に
な
っ
た
も

の
を
家
電
小
売
店
に
引
き
渡
し
、

リ
サ
イ
ク
ル
に
必
要
な
費
用
を
消

費
者
に
負
担
し
て
い
た
だ
く
こ
と

に
な
り
ま
す
。

飲
料
用
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
の
分
別

収
集
と
中
間
処
理
を
行
う
た
め
整

備
を
進
め
て
い
ま
す
リ
サ
イ
ク
ル

セ
ン
タ
ー
が
３
月
末
に
完
成
し
ま

す
。７

月
か
ら
、
従
来
「
燃
や
せ
な

い
ご
み
」
と
し
て
分
別
さ
れ
て
い

た
「
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
」
を
新
た
に

資
源
と
し
て
分
別
し
、
収
集
し
ま

す
。

―
対
象
と
な
る
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
ー

飲
料
用
・
酒
類
用
・
し
ょ
う
ゆ
用

対
象
商
品
に
は
右
図
の
材
質
表

示
マ
ー
ク
が
表
示
さ
れ
て
お
り
、

分
別
収
集
は
こ
の
マ
ー
ク
「
１
」

が
つ
い
た
も
の
に
限
り
ま
す
。

容容容容
器器器器
包包包包
装装装装
リリリリ
ササササ
イイイイ
クククク
ルルルル
法法法法

①
キ
ャ
ッ
プ
と
ラ
ベ
ル
を
は
ず
す

②
中
を
洗
う

③
足
で
ふ
み
つ
ぶ
す

※
７
月
以
降
、「
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
の

日
」
に
透
明
の
ご
み
袋
で
ご
み

タ
ー
ミ
ナ
ル
へ
お
出
し
く
だ
さ

い
。
シ
ー
ル
は
不
用
で
す
。

問
合
先

市
民
環
境
部
環
境
課
ご

み
対
策
係
（
電
話
42
│
８
７
３
０
）

7
月
か
ら
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
の
分
別
収
集
開
始
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ボ
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出
し
方

ご
み
の
60
％
は

「
容
器
」
と
「
包
装
」

市民�

行政� 事業者�

ごみに占める容器包装廃棄物の割合

（平成９年・厚生省調べ）

※
中
の
数
字
が
「
１
」
の

も
の
に
限
り
ま
す
。

（容積比）
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提案説明をする藤岡市長

条
例
関
係

◯
地
方
分
権
の
推
進
を
図
る
た
め

の
関
係
法
律
の
整
備
等
に
関
す

る
法
律
の
施
行
に
伴
う
関
係
条

例
の
整
理
に
関
す
る
条
例
の
制

定
に
つ
い
て

◯
加
西
市
介
護
保
険
条
例
の
制
定

に
つ
い
て

◯
加
西
市
立
幼
稚
園
に
お
け
る
預

か
り
保
育
に
関
す
る
条
例
の
制

定
に
つ
い
て

◯
加
西
市
消
防
団
条
例
及
び
加
西

市
印
鑑
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

◯
加
西
市
農
業
共
済
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ

い
て

人
事
案
件

◯
農
業
共
済
事
業
運
営
協
議
会
委

員
の
委
嘱
に
つ
い
て

◯
損
害
評
価
会
委
員
の
委
嘱
に
つ

い
て

事
件
決
議

◯
土
地
改
良
事
業
の
施
行
に
伴
う

字
の
区
域
を
変
更
す
る
こ
と
に

つ
い
て

◯
市
道
路
線
の
認
定
及
び
廃
止
に

つ
い
て

予
算
関
係

◯
平
成
11
年
度
加
西
市
一
般
会
計

補
正
予
算
に
つ
い
て

◯
平
成
12
年
度
加
西
市
一
般
会
計

予
算
に
つ
い
て

◯
平
成
12
年
度
加
西
市
国
民
健
康

保
険
特
別
会
計
予
算
に
つ
い
て

◯
平
成
12
年
度
加
西
市
高
齢
者
住

宅
整
備
資
金
貸
付
事
業
特
別
会

計
予
算
に
つ
い
て

◯
平
成
12
年
度
加
西
市
老
人
保
健

医
療
特
別
会
計
予
算
に
つ
い
て

◯
平
成
12
年
度
加
西
市
水
道
事
業

会
計
予
算
に
つ
い
て

◯
平
成
12
年
度
加
西
市
下
水
道
事

業
特
別
会
計
予
算
に
つ
い
て

◯
平
成
12
年
度
加
西
市
病
院
事
業

会
計
予
算
に
つ
い
て

市議会定例会開催
平成12年度予算など45議案を審議中

第180
回

第
百
八
十
回
加
西
市
議
会
定
例
会
が
、
3
月
1
日
（水）

か
ら
22
日
（水）
ま
で
の
日
程
で
開
か
れ
、
人
事
案
件
、
条
例

関
係
、
事
件
決
議
、
予
算
関
係
な
ど
、
45
議
案
が
審
議
さ

れ
て
い
ま
す
。

主
な
議
案

加
西
市
農
業
委
員
会
委
員
の

任
期
が
六
月
一
日
に
満
了
す
る

の
に
伴
い
、
次
の
と
お
り
農
業
委

員
会
委
員
の
選
挙
を
行
い
ま
す
。

告
示
日

５
月
14
日
（日）

投
票
日

５
月
21
日
（日）

定
　
数

15
人

立
候
補
さ
れ
る
方
は
、
予
備

審
査
を
行
う
関
係
上
、
４
月
20

日
�
ま
で
に
選
挙
管
理
委
員
会

事
務
室
（
市
役
所
３
階
北
側
）

へ
個
々
に
立
候
補
届
出
等
に
必

要
な
書
類
を
取
り
に
お
越
し
く

だ
さ
い
。

予
定
者
説
明
会
は
行
い
ま
せ

ん
の
で
、
立
候
補
届
出
関
係
書

類
に
必
要
な
事
項
を
記
入
し
て
、

５
月
14
日
（日）
午
前
８
時
30
分
か

ら
午
後
５
時
ま
で
に
加
西
市
農

業
委
員
会
委
員
選
挙
長
に
届
出

て
く
だ
さ
い
。

（
選
挙
長
の
職
務
は
午
前
中
市
役

所
の
１
階
多
目
的
ホ
ー
ル
で
、

午
後
は
、
選
挙
管
理
委
員
会
事

務
室
で
行
っ
て
い
ま
す
。）

問
合
先

選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局

（
電
話
42
│
８
７
８
１
）

立
候
補
の
届
出

立
候
補
届
出
等
に

必
要
な
書
類
関
係

�����
�����
�����
�����
�����
�����

月�

投
票

5

21
日�

月�

告
示

5

14
日�

加
西
市
農
業
委
員
会

委委委委
員員員員
選選選選
挙挙挙挙
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プ
ル
マ
ン
市
へ
行
っ
て
き
ま
す
!

―
加
西
市
中
高
生
親
善
訪
問
団
を
米
国
へ
派
遣
―

３
月
25
日
（土）
〜
４
月
３
日
（月）
の
10
日
間
の
日
程
で
、

友
好
都
市
プ
ル
マ
ン
市
で
の
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
を
中
心

に
、
加
西
市
の
中
高
生
の
代
表
14
名
が
ア
メ
リ
カ
を

訪
れ
ま
す
。

平
成
元
年
の
友
好
都
市
提
携
以

来
、
プ
ル
マ
ン
市
と
は
相
互
に
学

生
の
親
善
訪
問
団
を
派
遣
し
、
両

市
間
の
友
好
関
係
を
さ
ら
に
深
め

て
、
国
際
時
代
に
対
応
で
き
る
人

材
の
育
成
を
図
っ
て
い
ま
す
。

厳
し
い
選
考
を
経
て
選
ば
れ
た

訪
問
団
員
（
中
学
生
８
名
・
高
校

生
６
名
）
は
、
英
会
話
や
テ
ー
ブ

ル
マ
ナ
ー
の
研
修
に
取
り
組
み
、

来
る
訪
問
に
備
え
て
い
ま
す
。

ま
た
今
回
は
プ
ル
マ
ン
市
か
ら

の
リ
ク
エ
ス
ト
で
各
人
が
そ
れ
ぞ

れ
日
本
料
理
を
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
先

で
披
露
す
る
こ
と
に
も
な
っ
て
い

ま
す
。

な
お
引
率
に
は
、
小
田
園
子
教

諭
（
加
西
中
学
校
）
と
深
江
克
尚

中植弘満さん

北条高校3年

西村有紗さん

北条高校2年

柴田大輔さん

北条高校2年

塩河志保さん

北条高校2年

福永奈海さん

賢明女子学院1年

長田久美子さん
北条高校1年

住尾礼美さん

泉中学校2年

吉田真子さん

加西中学校2年

佐藤裕介さん

善防中学校2年

宮長真紗子さん
北条中学校2年

楠田悦子さん

泉中学校3年

岡山公宣さん

加西中学校3年

稲田亜紀さん

善防中学校3年

隈田原 恵さん

北条中学校3年

期
待
に
胸
は
ず
ま
せ
る
団
員
達

期
待
に
胸
は
ず
ま
せ
る
団
員
達

期
待
に
胸
は
ず
ま
せ
る
団
員
達

期
待
に
胸
は
ず
ま
せ
る
団
員
達

期
待
に
胸
は
ず
ま
せ
る
団
員
達

期
待
に
胸
は
ず
ま
せ
る
団
員
達

期
待
に
胸
は
ず
ま
せ
る
団
員
達

期
待
に
胸
は
ず
ま
せ
る
団
員
達

期
待
に
胸
は
ず
ま
せ
る
団
員
達

期
待
に
胸
は
ず
ま
せ
る
団
員
達

期
待
に
胸
は
ず
ま
せ
る
団
員
達

期
待
に
胸
は
ず
ま
せ
る
団
員
達

期
待
に
胸
は
ず
ま
せ
る
団
員
達

期
待
に
胸
は
ず
ま
せ
る
団
員
達

期
待
に
胸
は
ず
ま
せ
る
団
員
達

期
待
に
胸
は
ず
ま
せ
る
団
員
達

期
待
に
胸
は
ず
ま
せ
る
団
員
達

期
待
に
胸
は
ず
ま
せ
る
団
員
達

期
待
に
胸
は
ず
ま
せ
る
団
員
達

期
待
に
胸
は
ず
ま
せ
る
団
員
達

期
待
に
胸
は
ず
ま
せ
る
団
員
達

緊張しながらのテーブルマナー教室

（
市
役
所
秘
書
広
報
課
）
が
あ
た
り

ま
す
。

※
こ
の
訪
問
団
の
旅
費
の
一
部
は

加
西
市
人
材
育
成
基
金
（
名
誉

市
民
後
藤
清
一
氏
寄
贈
）
が
活

用
さ
れ
て
い
ま
す
。

市内英語指導助手による英会話研修
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QQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQ
QQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQ
QQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQ

¢¢¢¢¢¢¢¢¢¢¢¢¢¢¢¢¢¢¢¢¢
¢¢¢¢¢¢¢¢¢¢¢¢¢¢¢¢¢¢¢¢¢
¢¢¢¢¢¢¢¢¢¢¢¢¢¢¢¢¢¢¢¢¢
あなたは今、どの医療保険に加入していますか？
どんなに健康に自信があっても、一生病気やケガと無縁な人は、一人もいません。
いざというとき、安心して医療を受けられるように、すべての人は必ずいずれかの医療保険に加入しなけ
ればなりません。
以下のような場合には、必ず14日以内に届出をしてください。

加入の届出が遅れると、国保税を最高３年間の範囲内で、さかのぼって納めていただかなければなりませ
ん。届出が遅れている方は、早急に手続きをお願いします。
保険証は、出来るかぎりその場で交付しますが、そのためには、世帯主及び本人の届出と、それを確認す
る写真付の身分証明書（免許証等）が必要です。
また、現金給付にかかる各種申請には必ず保険証と印鑑をご持参下さい。
☆問合先 市役所保険課国保係（電話42－８７２１）

こんなとき 手続きに必要なもの

国
保
に
入
る
と
き

国
保
を
や
め
る
と
き

そ
の
他
の
と
き

他の市区町村から転入してきたとき 他の市区町村の転出証明書

職場の健康保険をやめたとき
健康保険の資格喪失証明書

職場の健康保険の被扶養者からはずれたとき

子供が生まれたとき 保険証、印鑑（同時に出産育児一時金の申請）

生活保護を受けなくなったとき 生活保護廃止決定通知書

他の市区町村に転出するとき 保険証

職場の健康保険に加入したとき 国保と職場の健康保険の両方の保険証

職場の健康保険の被扶養者になったとき （健保が未交付のときは、資格取得証明書）

死亡したとき 保険証、印鑑（同時に葬祭費の申請）

生活保護を受けるようになったとき 生活保護開始決定通知書

退職者医療制度の対象になったとき 保険証、年金証書

住所・世帯主・氏名・続柄などが変わったとき 保険証

保険証を紛失したとき 身分証明書

修学のため遠隔地に下宿するとき 保険証、在学証明書

国
民
年
金
に
加
入
し
て
い
る
学

生
の
皆
さ
ん
が
卒
業
し
、
就
職
す

る
と
厚
生
年
金
や
共
済
組
合
に
加

入
す
る
こ
と
に
な
り
、
国
民
年
金

の
加
入
種
別
が
第
１
号
被
保
険
者

か
ら
第
２
号
被
保
険
者
に
変
り
ま

す
。引

き
続
き
国
民
年
金
に
加
入
す

る
こ
と
に
変
り
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、

種
別
変
更
の
手
続
を
勤
め
先
が
行

な
い
ま
す
の
で
、
在
学
中
に
交
付

さ
れ
た
年
金
手
帳
を
必
ず
就
職
先

に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

就
職
や
転
職
な
ど
で
加
入
す
る

制
度
が
変
っ
て
も
、
年
金
手
帳
に

記
載
さ
れ
て
い
る
基
礎
年
金
番
号

は
生
涯
変
わ
り
ま
せ
ん
。

卒
業
後
、
自
営
業
や
自
由
業
、

家
事
手
伝
い
を
さ
れ
る
方
は
、
引

き
続
き
国
民
年
金
の
第
１
号
被
保

険
者
で
す
の
で
、
手
続
を
す
る
必

自
営
業
や
フ
リ
ー
タ
ー

な
ど
の
方
は
…

就
職
し
、
会
社
員
や

公
務
員
に
な
る
方
は
…

要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

卒
業
後
、
就
職
を
し
な
い
方
で
、

親
元
に
帰
る
な
ど
住
所
が
変
わ
る

場
合
は
、
新
し
い
住
所
地
の
国
民

年
金
係
に
も
住
所
変
更
の
手
続
を

し
て
く
だ
さ
い
。

免
除
を
受
け
た
期
間
は
、
年
金

を
受
け
る
た
め
に
必
要
な
期
間
に

算
入
さ
れ
ま
す
が
、
老
齢
基
礎
年

金
を
受
け
る
時
に
、
そ
の
期
間
の

年
金
額
は
納
め
た
場
合
と
比
べ
て

３
分
の
１
に
な
り
ま
す
。

た
だ
し
、
10
年
以
内
で
あ
れ
ば

一
定
額
を
加
算
し
て
納
め
る
こ
と

（
追
納
）
が
で
き
ま
す
。

余
裕
が
で
き
た
ら
追
納
し
て
、

よ
り
多
く
の
年
金
を
受
け
る
よ
う

に
し
ま
し
ょ
う
。

保
険
料
の
免
除
を
受
け
た

期
間
の
あ
る
方
は
…

住
所
の
変
わ
る
方
は
…

大
学
を
卒
業
さ
れ
る
み
な
さ
ん
へ
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点
字
は
目
の
不
自
由
な
方
の
大
切

な
文
字
!
６
つ
の
点
の
組
み
合
わ
せ
で

で
き
た
凹
凸
を
指
先
な
ど
で
読
ま
れ

ま
す
。
最
近
で
は
目
の
不
自
由
な
方

の
た
め
に
、
色
々
な
と
こ
ろ
で
見
か
け

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
ね
。

加
西
の
点
字
グ
ル
ー
プ
で
は
、
点

字
を
学
ん
だ
り
、
本
格
的
に
点
訳
を

さ
れ
た
り
と
、
皆
さ
ん
が
自
分
の
時

間
を
使
っ
て
活
動
さ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
中
学
生
以
上
の
方
を
対
象

に
点
字
講
習
会
を
開
催
し
ま
す
の

で
、
点
字
に
興
味
関
心
の
あ
る
方
は
、

ぜ
ひ
ご
参
加
下
さ
い
。

日
　
時

３
月
25
日
（土）
、
26
日
（日）
、

28
日
（火）
、
29
日
（水）
、
30
日
（木）
（
５

日
間
）
午
後
１
時
30
〜
３
時
30
分

場
　
所

健
康
福
祉
会
館
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
室

参
加
費

３
０
０
円

定
　
員

10
名

申
込
先

加
西
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
協

会
（
電
話
43
│
０
３
６
１
）

加
西
で
生
ま
れ
加
西
か
ら
広
が
る
日
本
の
新
し
い
文
芸

型
に
と
ら
わ
れ
ず
自
由
に
心
の
ま
ま
を
表
現
す
る

林
野
火
災
の
多
発
時
期
を
迎
え
、

去
る
二
月
二
十
日
（日）
、
北
条
町
西

高
室
の
丸
山
総
合
公
園
に
於
い
て
、

消
防
署
、
消
防
団
、
防
災
ヘ
リ
と

の
連
携
強
化
、
並
び
に
市
民
の
防

火
意
識
の
高
揚
を
図
る
た
め
、
総

勢
二
百
四
名
が
参
加
し
大
規
模
山

林
火
災
の
訓
練
が
実
施
さ
れ
ま
し

た
。春

先
は
空
気
が
乾
燥
し
ち
ょ
っ

と
の
不
注
意
か
ら
山
火
事
が
発
生

し
ま
す
の
で
、
草
焼
・
ご
み
焼
に

十
分
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

消
防
本
部
で
は
、
毎
月
第
四
日

曜
日
（
午
前
９
時
〜
正
午
）
に

「
ハ
ー
ト
to
ハ
ー
ト
講
習
会
（
市
民

救
命
士
）」
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
会
社
や
町
内
会
等
各
種

団
体
に
つ
い
て
も
受
け
付
け
て
い

ま
す
の
で
、
時
間
・
場
所
等
は
消

防
本
部
へ
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

修
了
者
に
は
、
修
了
証
を
交
付

し
ま
す
。

ハ
ー
ト
to
ハ
ー
ト
講
習
会
（
市

民
救
命
士
）
を
受
講
し
て
か
ら
三

応
急
手
当
を
覚
え

市
民
救
命
士
に
な
り
ま
し
ょ
う

年
を
経
過
さ
れ
た
方
は
、
救
命
技

能
を
維
持
向
上
す
る
た
め
に
、
再

講
習
を
受
講
し
て
く
だ
さ
い
。

も
し
も
の
時
の
為
に
一
家
に
一

人
は
応
急
手
当
を
覚
え
ま
し
ょ
う
。

問
合
先
　
加
西
市
消
防
本
部
（
電
話

42
│
０
１
１
９
）
警
防
課
救
急
係
ま
で
。

☆
ハ
ー
ト
to
ハ
ー
ト
講
習
会

一
月
の
受
講
者

〔
新
規
受
講
者

四
十
八
名
〕

（
オ
ー
セ
ン
ト
ゴ
ル
フ
ク
ラ
ブ

従
業
員

二
十
五
名
）

（
富
合
女
性
セ
ミ
ナ
ー
二
十
三
名
）

▽
小
林
芙
美
代
・
井
上
久
美
子
・

ああああ
なななな
たたたた
もももも
点点点点
字字字字
ボボボボ
ララララ
ンンンン
テテテテ
ィィィィ
アアアア
にににに
!!!!!!!!

愛
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

林
野
火
災
合
同
訓
練

長
岡
小
百
合
・
仲
井
満
子
・
西
村

寿
栄
・
玉
田
真
由
美
・
松
尾
珠
代

・
松
末
美
恵
子
・
別
府
ひ
と
み
・

柴
田
八
重
美
・
藤
原
ひ
さ
み
・
浅

田
幸
子
・
井
上
和
子
・
田
中
昭
子

・
岩
佐
令
子
・
本
玉
敏
美
・
深
田

和
子
・
山
田
之
子
・
吉
田
正
子
・

井
上
か
ず
子
・
井
上
増
美
・
菅
野

真
佐
子
・
阿
木
末
子

〔
再
講
習
受
講
者

三
名
〕

（
富
合
女
性
セ
ミ
ナ
ー

二
名
）

▽
高
瀬
悦
子
・
朝
田
立
美

（
一
般
受
講
者

一
名
）

▽
朝
田
和
子
（
北
条
町
北
条
）

傷病者はできるだけ動かさな
いことが大切ですが、危険な場
所に倒れている場合は移動しな
ければなりません。
そういう時は、身体をできる

だけ水平に保ち、傷病者に無理
を与えないように運びましょう。

①手をいれる

②水平に抱き上げたのち
かかえ込む

③水平のまま静かに
立ち上がり運ぶ

応急手当の基礎実技 搬送法

�

�

少
し
な
じ
ま
な
い
部
分
も
あ
っ
た
り
虹
と
の
対
話

米
屋
さ
ん
の
旗
ば
た
ば
た
秋
が
大
き
く
や
っ
て
来
る

母
入
院
し
人
生
の
転
換
期
思
う

い
つ
の
頃
か
ら
か
歳
月
と
の
音
信
　
不
通

車
窓
に
迫
る
山
襞
　
芳
醇
な
風
が
孵
化
す
る
塒

栞
何
枚
も
何
枚
も
葉
牡
丹
の
渦
へ
終
い
込
む

心
疲
れ
て
一
人
深
夜
に
聴
く
青
い
ノ
ク
タ
ー
ン

四
面
楚
歌
　
迎
撃
ミ
サ
イ
ル
も
警
棒
も
夢
の
歳
月

辻
　
　
美
沙

荻
野
　
　
享

藤
本
　
　
肇

い
し
だ
　
實

岡
　
　
夕
花

北
村
　
栄
一

山
本
　
二
昭

井
塚
　
理
人
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同和教育
シリーズ

高齢者や障害のある人を含むすべての人が
活き活きと生活できるまちづくりを推進していく
上で、安心して生活できるような収入の保障は
もとより、必要な時に必要な介護が受けられる
社会体制の整備、体が不自由になっても生活
できる住宅の整備、高齢者や障害のある人達
に配慮したまちづくりの視点が欠かせません。
まもなく施行される介護保険制度が、介護を
必要としている人にとって真に満足できるよう

に施行されることが望まれます。
差別のない、ともに生きる社会、みんなが幸

せに暮らせる社会づくりをめざし、家庭、職場、
地域社会という身近なところから行動を起こし
ていきましょう。
◯ひとりじゃない!「S・O・S」きっととどくよ

みんなの心に
西在田小ＰＴＡ 釜坂真由美さん

◯さあ 勇気を出して あなたの心一つで
何かできるはず

西在田小ＰＴＡ 大塚　律子さん

◯助け合う 心で育つ 未来の大人
泉小ＰＴＡ 田行　美和さん

◯あいまいな返事が苦しめる みんなの気持ち
自分の心 泉小ＰＴＡ 名生　利行さん

みんなが幸せに暮らせる社会

http://www.kasai-hyg.ed.jp/  加西市教育委員会　http://www4.justnet.ne.jp/̃home/izumijhs  泉中学校　http://www.hyogo-edu.yashiro.hyogo.jp/̃hojohigashi-es/ 北条東小学校

横
田
遺
跡
で
は
溝
や
穴
か
ら
奈

良
時
代
後
半
（
約
千
二
百
年
前
頃
）

の
土
器
が
大
量
に
見
つ
か
り
ま
し

た
が
、
そ
の
中
に
十
数
点
の
墨
書

土
器
（
墨
で
文
字
が
書
か
れ
た
須

恵
器
）
や
硯
が
あ
り
ま
し
た
。

判
読
で
き
る
文
字
は
少
な
い
で

す
が
、「
横
田
万
●
」（
田
万
は
文

字
の
大
き
さ
か
ら
一
文
字
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。）「
東
●
」「
野
」
な
ど

が
あ
り
ま
す
。
記
さ
れ
た
内
容
は

不
明
で
す
が
、
こ
の
よ
う
な
墨
書

土
器
、
硯
な
ど
は
一
般
集
落
か
ら

出
土
す
る
こ
と
は
少
な
く
、
横
田

遺
跡
に
は
奈
良
時
代
の
役
所
関
係

の
施
設
が
存
在
し
た
の

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
横

田
遺
跡
の
全
容
解
明
に

は
今
後
の
発
掘
調
査
の

成
果
に
期
待
が
寄
せ
ら

れ
ま
す
。

83

横
田
遺
跡
②
…
東
横
田
町

溝
や
穴
か
ら
墨
書

ぼ
く
し
ょ
土
器
、
硯

す
ず
りな
ど
が
見
つ
か
る
!

奈
良
時
代
の
役
所
跡
か
？

墨書土器

位置図

「
や
る
気
に
満
ち
、

心
豊
か
に
た
く
ま
し
く

伸
び
る
生
徒
の
育
成
」
を
学
校
教

育
目
標
に
掲
げ
、
進
路
指
導
に
あ

っ
て
も
、
計
画
的
に
、
生
徒
の
や

る
気
と
主
体
的
に
学
ぶ
姿
勢
を
大

切
に
し
な
が
ら
、
全
職
員
で
指
導
に

あ
た
っ
て
い
ま
す
。

一
年
生
で
は
ク

ラ
ス
の
中
で
、
自

由
に
夢
を
語
り
あ

い
、
将
来
へ
の
設

計
を
立
て
ま
す
。

二
年
生
で
は
「
ト

ラ
イ
や
る
・
ウ
ィ

ー
ク
」
の
中
で
勤

労
を
学
び
、
社
会

に
役
立
つ
人
と
な

る
た
め
の
生
き
方
を
探
り
ま
す
。

そ
し
て
三
年
生
で
は
、
学
校
生
活

で
学
ん
だ
こ
と
を
最
大
限
に
生
か

し
、
夢
と
希
望
溢
れ
る
進
路
決
定

を
目
指
し
て
い
ま
す
。

進
路
指
導
と
は
、
学
校
選
択
で

は
な
く
「
生
き
方
の
指
導
で
あ
る
」

と
考
え
て
い
ま
す
。
進
路
指
導
を

と
お
し
て
、
ぜ
ひ
学
ん
で
ほ
し
い

３
つ
の
事
柄
を
紹
介
し
ま
す
。

一
つ
は
『
自
分
で
考
え
決
め
る

こ
と
』。
生
ま
れ
て
初
め
て
の
選
択

で
、
迷
わ
な
い
は
ず
が
あ
り
ま
せ

ん
。
し
か
し
、
自
分
で
決
め
る
こ

と
が
責
任
を
生
み
、
そ
の
後
ど
ん

な
に
つ
ら
い
こ
と
が
あ
っ
て
も
、

乗
り
越
え
ら
れ
る
と
考
え
ま
す
。

二
つ
は
『
辛
抱
す

る
こ
と
』。
し
た
い

こ
と
で
は
な
く
、
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い

こ
と
に
全
力
を
尽
く

す
人
で
あ
っ
て
ほ
し
い
。

三
つ
は
『
人
間
関

係
を
上
手
に
築
く
こ

と
』。
よ
り
大
き
な

社
会
へ
飛
び
立
つ
に

あ
た
り
、
改
め
て
確

認
し
た
い
こ
と
で
す
。

三
年
生
は
、
旅
立
ち
ま
で
あ
と

数
日
と
な
り
ま
し
た
。「
励
み
励
ま

し
進
ま
な
ん
」
と
校
歌
に
歌
わ
れ

て
い
ま
す
。
今
後
も
生
徒
同
士
教

職
員
を
含
め
保
護
者
の
方
々
と
も

一
緒
に
な
っ
て
励
ま
し
あ
い
、
生

徒
一
人
ひ
と
り
の
、
夢
溢
れ
る
旅

立
ち
を
目
指
し
て
支
援
し
て
ま
い

り
ま
す
。

進
路
指
導
と
は
、
生
き
方
の
指
導

善善善善
防防防防
中中中中
学学学学
校校校校
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や
す
く
な
り
ま
す
。

食
生
活
を
見
直
し
て
「
蛋
白
質
・
エ
ネ

ル
ギ
ー
低
栄
養
状
態
」
の
予
防
に
努
め
ま

し
ょ
う
。

①
主
食
・
主
菜
の
と
り
方
が
少
な
く
な
っ

て
き
た
ら
黄
信
号
。
主
食
・
主
菜
で
蛋

白
質
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
補
給
を
し
ま
し

ょ
う
。
主
食
の
ご
飯
は
、
エ
ネ
ル
ギ
ー

源
で
あ
り
、
重
要
な
蛋
白
質
の
補
給
源

で
す
。
ま
た
主
菜
の
魚
・
肉
・
卵
・
大

豆
製
品
も
必
ず
毎
食
と
る
よ
う
に
し
ま

し
ょ
う
。
良
質
の
蛋
白
源
で
あ
る
牛

乳
・
乳
製
品
も
積
極
的
に
と
り
ま
し
ょ

う
。

②
充
分
な
量
が
食
べ
ら
れ
な
い
場
合
は
、

少
量
ず
つ
で
も
、
１
日
に
何
回
か
に
分

高
齢
者
が
、
自
立
し
て
健
や
か
に
暮
ら

す
た
め
に
は
、
栄
養
状
態
の
維
持
・
改
善

は
大
切
な
こ
と
で
す
。
し
か
し
、
支
援
や

介
護
の
必
要
な
高
齢
者
は
、
生
き
て
い
く

上
で
重
要
な
栄
養
素
で
あ
る
蛋
白
質
と
活

動
す
る
た
め
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
不
足
し
た

状
態
に
あ
る
こ
と
が
わ
か
っ
て
き
ま
し
た
。

こ
の
状
態
を
「
蛋
白
質
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
低

栄
養
状
態
」
と
い
い
ま
す
。

こ
れ
は
、
年
齢
と
と
も
に
、
口
腔
機
能

の
低
下
や
嚥え
ん

下か

障
害
、
又
、
ス
ト
レ
ス
が

加
わ
る
こ
と
に
よ
り
食
欲
不
振
に
な
る
こ

と
が
原
因
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

こ
の
状
態
が
長
く
続
く
と
、
日
常
生
活

の
様
々
な
動
作
の
低
下
や
寝
た
き
り
の
状

態
を
招
き
、
感
染
症
や
合
併
症
も
誘
発
し

市立加西病院
栄養課
管理栄養士

大豊　美香

たばこを吸う人は歯にも影響を
与えます。それはニコチンが血管
を収縮させ、歯垢と細菌で酸がつ
くられ、その酸で歯が溶けたり、
歯茎に炎症をおこし歯がなくなって
しまうことがあります。こびりつく前
にブラッシング。そして定期的に歯
垢を歯医者さんで取ってもらいまし
ょう。 （加西市歯科衛生士会）

たばこと歯周病について

月 の
わ
が
家
の
健
康
メ
ニ
ュ
ー

今
〈材料〉（４人分）
鶏もも肉２枚（500g）、玉ねぎ１個、生しいたけ３個、◎（マヨネ
ーズ1/2カップ、プレーンヨーグルト１カップ）、カレー粉　大さじ２、
塩、コショウ、小麦粉、油、パセリ少々。548kcal／塩分1.6g
〈作り方〉
①鶏肉は３cm角に切り、塩コショウをする。カレー粉と小
麦粉を混ぜたものをまぶし、フライパンで両面を焼く。

②玉ねぎ、生しいたけはうす切りにして、鶏肉を焼いてと
りだしたフライパンでいためる。

③別に耐熱容器に油をぬり、①②に◎のソースをかけて、
オーブンで15～20分焼き、刻みパセリを盛りつける。

新生児訪問に行ったＩちゃん宅で、お母さん
のＨさんが「子どもはかわいいけど私が抱いて
いないと眠ってくれないので、家事ができず夫に
悪いし、ずっと抱っこしているという感じで疲れま
した。」と涙ぐまれました。
Ｈさんは県外の出身で、結婚後加西市に転
入しＩちゃんを出産、育児が始まりました。核家
族で身近に相談する人もない中、家事も育児も
手を抜かずにやってきたＨさんでしたが、産後間
もないこともあり、とても疲れている様子でしたの
で、保健婦は配偶者にも協力を求めるようアドバ
イスしました。２ヵ月検診の時Ｈさんは「夫に相
談し休日には子どもの世話をしてもらっています。
でも、ちょっとしたことを聞ける友達がいないので
子育てで心配なことができると不安でいっぱいに
なります。」と話されました。保健婦はＩちゃんと
外に出かけてご近所の人と話のできる関係づく
りをしてみることと、Ｉちゃんの発達などへの不安
は保健婦への電話相談を利用することをアドバ
イスしました。その後Ｈさんは離乳食や発達のこ
とで何度か電話相談を利用したり、近所の先
輩ママのアドバイスを受けて育児の不安を乗り越
えていきました。１歳６ヵ月健診の時、Ｈさんは
「子どもを育てる時に気軽に相談できる場所があ
ることはとても心強いです。子どもを通じて知り合
った人達とも仲良くなり、育児が楽しめるようにな
りました。」と話されました。
健康福祉課では電話相談の他、４月より、来

庁された方にも対応できるよう「すくすく子育て
相談窓口」を開設します。時間は平日の８時30
分より17時15分までで、保健婦、栄養士等が相
談内容にアドバイスをしたり必要な場合は関係機
関と連絡をとるなどの対応をします。来庁される
方は市役所２階北側の健康福祉課（電話42－
８７２８）までお気軽に。

育児で悩んでいませんか？
─すくすく子育て相談窓口を開設します─

け
、
食
べ
た
い
物
を
、
食
べ
た
い
時
に

食
べ
ま
し
ょ
う
。

③
食
事
の
摂
取
量
が
充
分
で
な
い
場
合
は
、

少
量
で
高
蛋
白
質
・
高
エ
ネ
ル
ギ
ー
補

給
で
き
る
健
康
補
助
食
品
な
ど
を
上
手

に
利
用
し
ま
し
ょ
う
。

④
自
分
の
力
で
食
事
を
と
る
よ
う
に
し
ま

し
ょ
う
。
食
事
の
自
立
は
、
生
き
る
こ

と
の
自
信
に
つ
な
が
り
ま
す
。

⑤
食
欲
を
増
進
す
る
た
め
の
工
夫
を
し
ま

し
ょ
う
。
食
欲
の
な
い
場
合
は
、
好
き

な
食
べ
物
、
郷
土
料
理
、
季
節
料
理
な

ど
を
と
り
入
れ
ま
し
ょ
う
。
食
器
の
色

や
形
を
変
え
た
り
、
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
な

ど
を
利
用
し
て
楽
し
い
雰
囲
気
で
食
事

を
し
ま
し
ょ
う
。

あ
な
た
の
周
り
の
高
齢
者
は
大
丈
夫
で
す
か
？

││
大
切
な
栄
養
状
態
の
維
持
・
改
善
││

〈シェフから一言〉
ヨーグルトのソースでさわや
かに、カロリーも控えめでいい
ですネ。冬にはパセリのかわり
にブロッコリーも使ってみましょ
う。

い
ず
み
会
会
員
（
大
村
町
）

衣
笠
　
富
子
さ
ん
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「借地借家法」が変ると聞いたんですが、どのように変るのですか？
借家契約に新しく「定期借家契約」が加わり、3月1日から施行されました。

☆従来型と定期借家契約の違い
従来型の借家契約では、正当な事由がない限り、家主側からの更新拒絶はできませ

んでしたが、定期借家契約では、契約で定めた期限がくれば借家契約は終了します。
☆定期借家契約の方法
①必ず公正証書などの書面によって契約する。（口頭だけの契約では従来型になりま
す。）
②家主は借家人に「期限が来たら契約は終了し、更新しない。」旨を契約書とは別に

書面を交付して説明しなければなりません。（もし、説明しなければ、契約更新の
ある従来型の契約となります。）
3月以降賃貸住宅を契約する際は、立地条件、賃金等を考慮し、従来型か定期型か

どちらの借家契約を結ぶのか十分検討し、違いをよく理解した上で契約をするように
しましょう。
混同してうっかり契約書にハンコを押してしまったら、今までとは違って期限が来た

ら出なくてはなりません。生活の基盤である大切な問題を肝に命じて契約しましょう。
■消費生活相談窓口
（毎週火曜日午前9時～午後4時、市役所2階　電話42－8739）

消費生活相談Q&A 3月1日から定期借家契約を結ぶことができます
Ｑ

Ａ

ハナサク

下水道の使える区域では一日も早く水洗化を! ※水洗化工事のご相談は排水設備指定工事店で。
問合先 下水道部（��8760・8761）

日
　
時

４
月
９
日
（日）
午
前
９
時

30
分
（
雨
天
４
月
16
日
）

場
　
所

多
目
的
広
場

（
加
西
球
場
東
隣
）

参
加
費

１
人
３
０
０
円

競
技
方
法

ト
リ
プ
ル
ス

（
当
日
チ
ー
ム
編
成
）

申
込
・
問
合
先

往
復
ハ
ガ
キ
に

住
所
・
氏
名
・
年
齢
・
電
話
番
号

を
記
入
し
、
３
月
31
日
（金）
ま
で
に

下
道
山
町
２
０
６
│
１
　
高
田
辰
夫

（
電
話
44
│
３
０
５
５
　
午
後
８
時

〜
９
時
）
ま
で
。

期
　
日

４
月
23
日
（日）
午
前
８
時

30
分
〜
（
雨
天
の
場
合
４
月
29
日
（祝）
）

場
　
所

加
西
球
場
他

参
加
資
格

市
内
に
居
住
し
て
い

る
者
。
１
町
１
チ
ー
ム
と
し
、
監

督
を
含
め
て
20
名
以
内
。
学
生
は

不
可
。（
勤
労
学
生
は
可
）

●
18
歳
〜
29
歳

１
名

第
23
回
町
親
善

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会

加
西
市
民

ペ
タ
ン
ク
大
会

●
30
歳
〜
39
歳

４
名

●
40
歳
〜
49
歳

３
名

●
50
歳
〜

１
名

※
年
長
者
は
年
少
組
で
出
場
可
、
年

少
者
の
年
長
組
で
の
出
場
不
可
。

※
18
歳
以
上
の
女
子
は
全
て
の
年

代
層
に
代
用
可
能
。

参
加
費

１
チ
ー
ム
５，
０
０
０
円

（
保
険
料
を
含
む
）

申
込
先

４
月
10
日
（月）
ま
で
に
参

加
申
込
書
に
参
加
費
を
添
え
て
教

育
委
員
会
内
加
西
市
体
育
協
会
事

務
局
ま
で
。

抽
選
会
お
よ
び
監
督
会
議

４
月

13
日
（木）
午
後
７
時
〜
　
於
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
ー
セ
ン
タ
ー
視
聴
覚
室

問
合
先

体
育
協
会
事
務
局

（
電
話
42
│
８
７
７
３
）

期
　
間

４
月
９
日
か
ら
毎
日
曜

日
（
10
時
〜
12
時
）

場
　
所

加
西
テ
ニ
ス
コ
ー
ト

（
勤
労
者
体
育
セ
ン
タ
ー
横
）

資
　
格

小
学
生
以
上

年
会
費

２
０
０
０
円

主
　
催

加
西
市
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス

協
会

問
合
・
申
込
先

森
　
寿
樹

（
電
話
44
│
１
８
７
０
）

平
成
12
年
度

ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
教
室
生
募
集

�「
禁
治
産
」
制
度
が
「
成
年
後

見
」
制
度
に
代
わ
り
ま
す

禁
治
産
・
準
禁
治
産
制
度
に
代

わ
り
、
４
月
１
日
か
ら
成
年
後
見

制
度
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。

①
現
行
民
法
の
禁
治
産
・
準
禁
治

産
制
度
を
「
後
見
」「
保
佐
」
に
改

め
、
軽
度
の
痴
ほ
う
や
知
的
障
害

者
を
対
象
に
し
た
「
補
助
」
を
加

え
柔
軟
で
弾
力
的
な
制
度
と
し
た
。

②
事
前
に
本
人
が
任
意
後
見
人
を

指
定
、
公
正
証
書
で
契
約
し
て
お

く
任
意
後
見
制
度
を
新
設
す
る
。

③
（
準
）
禁
治
産
者
の
戸
籍
記
載
を

改
め
、
法
務
局
へ
の
登
記
制
度
を

設
け
て
登
記
証
明
書
の
交
付
と
す

る
。―

な
ど
が
主
な
柱
と
な
っ
て
い
ま
す
。

詳
し
く
は
、
法
務
局
社
支
局

（
電
話
０
７
９
５
│
42
│
０
２
０

１
）
ま
た
は
市
民
課
市
民
相
談
係

（
電
話
42
│
８
７
０
５
）
へ

�「
し
み
ん
カ
ー
ド
Ｋ
Ａ
Ｓ
Ａ
Ｉ
」

は
大
切
に

市
民
課
か
ら
の

お
知
ら
せ

印
鑑
登
録
の
際
に
お
渡
し
し
て

い
る
「
し
み
ん
カ
ー
ド
」
は
、
印

鑑
登
録
証
明
書
の
交
付
請
求
に
は

必
要
な
も
の
で
す
。
ま
た
、
自
動

交
付
機
の
利
用
に
は
、
暗
証
番
号

と
共
に
必
要
と
な
り
ま
す
。
盗

難
・
紛
失
や
汚
損
し
な
い
よ
う
に

大
切
に
保
管
し
ま
し
ょ
う
。
万
一

の
紛
失
や
盗
難
に
備
え
、「
し
み
ん

カ
ー
ド
」
に
は
、
氏
名
や
暗
証
番

号
を
書
き
込
ん
だ
り
、
安
易
に
教

え
た
り
し
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

�
支
所
窓
口
の
廃
止

３
月
31
日
で
公
民
館
窓
口
で
の

戸
籍
・
住
民
票
謄
抄
本
及
び
印
鑑

登
録
等
の
各
種
証
明
書
の
交
付
事

務
を
廃
止
し
ま
す
。
以
後
は
、
市

役
所
窓
口
、
住
民
票
・
印
鑑
登
録

証
明
自
動
交
付
機
、
郵
送
請
求
等

を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
市
民
課
市

民
係
（
電
話
42
│
８
７
２
０
）

�
市
民
交
通
傷
害
保
険
募
集
取
り

止
め平

成
12
年
度
以
降
、
市
民
交
通

傷
害
保
険
の
募
集
は
い
た
し
ま
せ

ん
。
各
自
、
民
間
の
傷
害
保
険
等

を
ご
検
討
く
だ
さ
い
。
な
お
、
平

成
10
・
11
年
度
加
入
者
の
各
年
度

の
保
険
請
求
事
務
は
、
従
来
ど
お

り
取
扱
い
ま
す
。
市
民
課
市
民
相

談
係
（
電
話
42
│
８
７
０
５
）
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櫻井晴菜ちゃん（尾崎町）
3歳

■特設人権相談（人権・不動産登記・相続・離婚問題など）
４月４日（火）午後１時30分～午後３時30分　市民会館１階会議室
■行政相談（国・県・市・公社など、行政への苦情、意見）
４月４日（火）午後１時30分～午後３時30分　市民会館１階会議室
■人権擁護委員による人権相談所（神戸地方法務局社支局）
毎週木曜日（休日を除く）午前９時～午後４時
■心配ごと相談（心配ごと・生活・福祉などに関する相談）
４月６日（木）健康福祉会館
４月13日（木）農村環境改善センター・３月16日（木）北部公民館

時間はいずれも午後１時30分～午後４時
■法律相談
３月23日（木）健康福祉会館　受付は午前９時30分～正午
■市民相談 月～金曜日午前８時30分～午後４時　市役所市民相談係
■消費者相談（商品に対する苦情、訪問販売のトラブル等）
毎週火曜日午前９時～午後４時　市役所２階環境課
■教育相談 月～金曜日午前８時30分～午後５時　教育研修所

相相相相 談談談談

乳乳乳乳幼幼幼幼児児児児健健健健診診診診
■2カ月児（先天性股関節脱臼）検診…毎月第4火曜日 （受付時間）

平成12年１月生れの乳児 ３月28日（火） 午後１時～２時
《平成12年２月生れの乳児 ４月25日（火）》
■4カ月児健診…毎月第1水曜日
平成11年11月生れの乳児 ４月５日（水） 午後１時～２時
《平成11年12月生れの乳児 ５月17日（水）》
■1歳6カ月児健康診査…毎月第2火曜日
平成10年10月生れの幼児 ４月11日（火） 午後１時～２時

《平成10年11月生れの幼児 ５月９日（火）》
■3歳児健康診査…毎月第3火曜日
平成８年９月生れの幼児 ３月21日（火） 午後１時～２時

《平成８年10月生れの幼児 ４月18日（火）》
■乳幼児保健相談…毎月第2水曜日
希望者 ４月12日（水） 午後１時～２時

《５月10日（水）》
■離乳食講習会…毎月第2水曜日
希望者 ４月12日（水） 午後１時～１時30分
エプロンをご持参下さい。 《５月10日（水）》

■妊婦教室と母子手帳の交付…毎月第3木曜日
３月16日（木） 午前９時～９時30分

《４月20日（木）》 講習は２時間程度
※印かん・筆記用具を持参ください。

（上記、いずれも健康増進センターで行います。）
★お子さまの体調等でご都合の悪い方は、翌月の指定日におこし下さい。
★健診、相談には、母子健康手帳をご持参下さい。
★問合先 健康福祉課（電話42－８７２８）

新　着　書新　着　書新　着　書新　着　書新　着　書新　着　書新　着　書新　着　書新　着　書新　着　書新　着　書新　着　書新　着　書新　着　書新　着　書新　着　書新　着　書新　着　書新　着　書新　着　書新　着　書

〔おはなし会〕4月8日�（午後2時から30分程度）

〔休館日〕月曜日・3月21日�・22日�

生を踏んで恐れず （津本　陽著）
僕は僕でだれかじゃない

（ＧＡＫＵ著）
子連れババ連れ花のパリ

（星野知子著）
時代末 （堺屋太一著）
女検事ほど面白い仕事はない

（田島優子著）
国思う故にわれあり（渡部昇一著）

生命のきずな （大田　堯著）
本当はタカなのにヒヨコだと思って
いるあなたへ

（ファウスト・マナーラ著）
ただいまこの本品切れです

（鈴木廉也著）
本読みの達人が選んだ「この３冊」
排泄介護実用百科

ほか

市市市市立立立立図図図図書書書書館館館館だだだだよよよよりりりり

はる な

野山の花木は伐らないようにしましょう

〈ママの一言〉
我家にやっと咲いた“花一

輪”。でも、二人のお兄ちゃん
達にきたえられて、ただ今
「やんちゃ坊主」に変身中です。

パパ・邦　彦さん
ママ・ひろみさん

わたしの夢
九会小学校６年

小　谷　美　菜さん

休休休休日日日日ののののおおおお医医医医者者者者ささささんんんん
3月 19日（日） おりた外科胃腸科医院（北条町・電話42－６０００）

20日（月） つつみ神経内科 （野上町・電話45－２０５０）
26日（日） 大杉内科医院 （別府町・電話47－００２３）

4月 2日（日） 西村医院 （中野町・電話49－０００１）
9日（日） みのりクリニック （下宮木町・電話49－８４７０）
16日（日） 小野寺医院 （王子町・電話48－３７３７）
23日（日） 玉田医院 （玉野町・電話47－００６６）

※変更になることがありますので、お確かめください。
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入
居
を
募
集
す
る
団
地

①
清
水
住
宅

（
西
高
室
・
築
９
〜
11
年
）

・
戸
数
　
２
戸

・
規
格
　
３
Ｄ
Ｋ

・
家
賃
　
２
０，
５
０
０
円
〜

３
４，
９
０
０
円

②
北
条
住
宅（

古
坂
・
築
20
〜
22
年
）

・
戸
数
　
３
戸

・
規
格
　
３
Ｄ
Ｋ

・
家
賃
　
１
６，
８
０
０
円
〜

２
８，
７
０
０
円

申
込
資
格

次
の
（1）
〜
（5）
を
全
て
満
た
す
方

（1）
市
内
に
居
住
ま
た
は
勤
務
す
る

方
（2）
市
税
等
を
滞
納
し
て
い
な
い
方

（3）
夫
婦
、
親
子
な
ど
で
独
立
し
た

生
活
を
し
て
い
る
方
ま
た
は
４

月
末
日
ま
で
に
結
婚
す
る
方

（4）
収
入
が
規
準
以
内
の
方
（
表
参

照
）

（5）
現
に
住
宅
に
困
っ
て
い
る
方

市
営
住
宅
入
居
者
募
集

入
居
時
期

５
月
１
日
（月）

受
付
期
間

３
月
21
日
（火）
〜

４
月
７
日
（金）

申
込
・
問
合
先

都
市
建
設
部
管

理
課
（
電
話
42
│
８
７
５
０
）

覧
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

縦
覧
期
間

４
月
５
日
（水）
〜
24
日

（月）
（
土
・
日
曜
日
を
除
く
午
前
８

時
30
分
〜
午
後
５
時
15
分
）

縦
覧
場
所

市
役
所
２
階
税
務
課

問
合
先

税
務
課

（
電
話
42
│
８
７
１
３
）

８
月
本
公
演
に
向
け
劇
団
員
を

募
集
し
ま
す
。
練
習
は
毎
週
土
曜

日
午
後
６
時
〜
９
時
（
公
演
前
は

こ
の
限
り
で
は
あ
り
ま
せ
ん
）

月
会
費

大
　
人
１，
０
０
０
円

子
ど
も
　
５
０
０
円

申
込
・
問
合
先

同
運
営
委
員
会

（
電
話
42
│
２
７
２
３
）

申
込
締
切

３
月
24
日
（金）

│
市
民
劇
団
お
お
き
な
木
│

劇
団
員
募
集

美しい環境を守るため、空き地や休耕田の草刈りをしましょう。

対
　
象

市
内
在
住
の
学
資
負
担

者
（
保
護
者
）

利
　
息

無
利
息

償
還
方
法

年
賦
償
還
で
１
回
の

償
還
金
は
借
入
金
額
を
在
学
年
数

で
割
っ
た
額

受
付
期
間

４
月
７
日
（金）
ま
で

※
他
の
奨
学
金
の
貸
付
や
給
付
を

受
け
ら
れ
て
い
る
方
は
、
申
込

で
き
ま
せ
ん
。

申
込
先

学
校
教
育
課

（
電
話
42
│
８
７
７
１
）

期
　
間

４
月
８
日
か
ら
毎
週
土

曜
日
（
午
後
７
時
〜
９
時
）
１
年
間

場
　
所

健
康
福
祉
会
館

参
加
費

２，
０
０
０
円

定
　
員

20
名

申
込
締
切

３
月
25
日
（土）

申
込
先

加
西
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
協
会

（
電
話
43
│
０
３
６
１
Ｆ
Ａ
Ｘ
42
│
６
６
５
８
）

子
育
て
に
関
す
る
ち
ょっ
と
し
た
不

安
か
ら
深
刻
な
悩
み
ま
で
、
親
子
で

親
子
で
遊
ん
で
育
児
不
安
解
消

子
育
て
支
援
「
ひ
よ
っ
こ
タ
イ
ム
」

手
話
サ
ー
ク
ル
「
ど
ん
ぐ
り
」
主
催

初
級
手
話
教
室

高
校
・
大
学
等
の
入
学
者
へ

入
学
支
度
金
を
お
貸
し
し
ま
す

管内交通事故発生状況

今年こそ事故をたつ年2000年今年こそ事故をたつ年2000年今年こそ事故をたつ年2000年今年こそ事故をたつ年2000年今年こそ事故をたつ年2000年今年こそ事故をたつ年2000年今年こそ事故をたつ年2000年今年こそ事故をたつ年2000年今年こそ事故をたつ年2000年今年こそ事故をたつ年2000年今年こそ事故をたつ年2000年今年こそ事故をたつ年2000年今年こそ事故をたつ年2000年今年こそ事故をたつ年2000年今年こそ事故をたつ年2000年今年こそ事故をたつ年2000年今年こそ事故をたつ年2000年今年こそ事故をたつ年2000年今年こそ事故をたつ年2000年今年こそ事故をたつ年2000年今年こそ事故をたつ年2000年

本　年 253
272
－19

42
36
＋6

2
1
＋1

47
46
＋1

前年同期
対　比

総件数 人身事故件数 死　者 負傷者

４月１日より自動車の運転者は、幼児用補助装置（チャイルドシート）を使用しな
い６歳未満の幼児を同乗させて自動車を運転してはならないこととなりました。（違反
点数１点）市役所１階ロビーにてチャイルドシートの展示、選び方、正しい取り付け方
についてパネル展示を行っておりますので、ご活用ください。

入居者家族数（申込者含む）
2人

4,152
千円未満

2,780
千円未満

3人

4,628
千円未満

3,160
千円未満

4人

5,104
千円未満

3,543
千円未満

5人

5,576
千円未満

3,920
千円未満

6人

6,052
千円未満

4,300
千円未満

給
与
所
得

事
業
所
得

年
間
総
収
入

年
間
総
所
得

自
分
が
所
有
す
る
固
定
資
産
の

価
格
や
税
額
を
知
り
た
い
方
は
、

そ
れ
ら
が
記
載
さ
れ
て
い
る
固
定

資
産
課
税
台
帳
（
名
寄
帳
）
を
縦

固
定
資
産
税
台
帳
の

縦
覧

学校種別

高 等 学 校

国公私立の別

国　公　立

貸付金額

60,000

私　　　立 90,000

短 期 大 学
国　公　立 40,000

私　　　立 80,000

大 学
国　公　立 120,000

私　　　立 200,000

2月29日現在



市内で造った製品を市内で買いましょう。15

お く や み

羽子岡蔦子 61 嗣　三 宮　前
浦坂まさへ 84 安　政 下若井
西岡　辰尾 78 初　男 三　口
高見みさこ 90 和　夫 野　上
古家　輝一 84 稔　三 下若井
藤井　義彦 64 靖　典 殿　原
稲岡　義信 76 東山久義 都　染
後藤　十郎 67 次　朗 西　長
阿部　安治 84 剛　三 西野々
藤本　敦子 73 繁　雄 乙和泉
味村　信一 94 孝　彦 田　町
楠田　悦雄 74 英　富 佐　谷
宮長　熊一 76 毅　広 谷
石目　　一 81 征　人 東高室
篠倉　てる 97 良　明 下若井
齋藤　邦夫 79 芳　一 笠　屋
藤本　安枝 88 孝 西野々
東一　末野 81 喬 東野田
轟　　爲子 73 修　治 上万願寺
田行　正一 70 畑昭一 鴨　谷
和田　藤治 89 洋　子 本　町
藤原かつゑ 78 竹　治 常　吉
高見　正清 72 博　之 古　坂
山端　たか 72 つや子 繁　陽
別府きくの 88 義　幸 別府中
大橋　　晃 87 岡田武弘 田　原
高見　敏子 90 一　美 野　上
高見　セキ 92 武　秀 古　坂
志方やす子 79 昌 国　正
東一　久雄 84 泰　司 東野田
神田　榮司 93 隆　司 大　工
貝間　和雄 57 寿　一 畑
松田ふじゑ 95 隆　男 中西北
三宅　正和 68 正　彦 西　長
藤原　初榮 87 正　則 河　内
黒田　正己 85 宏　正 福　居
西村　雪美 63 忠　雄 古坂２丁目

市長及び市議会は弔電を自粛しており
ます。ご冥福をお祈りいたします。

（２月29日受付分まで・敬称略）

Ｊ
Ｒ
に
合
わ
せ
て
時
刻
改
正
を
し

ま
し
た
。
夕
方
通
勤
時
間
に
１
往

復
増
発
し
加
古
川
方
面
か
ら
の
帰

宅
は
、
加
古
川
駅
発
22
時
ま
で
の

間
、
１
時
間
毎
に
北
条
鉄
道
に
連

絡
し
て
い
ま
す
。

通
勤
に
、
買
い
物
に
便
利
に
な
っ
た

鉄
道
を
是
非
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

問
合
先

北
条
鉄
道
（株）

（
電
話
42
│
５
２
１
１
）

対
　
象

市
内
の
方
で
花
壇
及
び

玄
関
先
、
庭
、
壁
面
、
垣
根
等
が

花
で
飾
ら
れ
環
境
の
美
化
が
図
ら

れ
て
い
る
も
の

①
個
人
部
門
　
個
人
の
一
般
家
庭

②
団
体
部
門
　
学
校
や
地
域
の
団
体

③
企
業
部
門
　
会
社
、
商
店
等

申
込
方
法

花
の
ま
ち
加
西
参
加
者
募
集

花
づ
く
り
コ
ン
ク
ー
ル

所
定
の
申
込
用
紙
で
４
月
28
日

（金）
ま
で
に
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

申
込
・
問
合
先
　
都
市
計
画
課
公

園
緑
化
係
（
電
話
42
│
８
７
５
３
）

花
い
っ
ぱ
い
の
家
庭
と
緑
い
っ

ぱ
い
の
ま
ち
づ
く
り
の
会
員
を
募

集
し
ま
す
。

特
　
典

花
の
種
子
や
、
花
づ
く

り
テ
キ
ス
ト
プ
レ
ゼ
ン
ト
。

年
会
費

個
人
　
５
０
０
円

団
体
　
２，
０
０
０
円

申
込
・
問
合
先
　
都
市
計
画
課
公

園
緑
化
係
（
電
話
42
│
８
７
５
３
）

日
　
程

４
月
10
日
（月）
〜
28
日
（金）

犬
の
登
録
と
狂
犬
病

予
防
注
射

会
員
募
集

花
と
緑
の
協
会

死亡者 年齢 喪主 町名

加西市への寄付
○中野 小谷　正博

校旗100万円相当
社会福祉協議会（善意銀行）への寄付
供養預託
○坂元 後藤　忠彦 50万円

○河内　 （故）鈴木　行雄 30万円
○下若井 篠倉　良明 10万円
○北条町西南 高見　孝昭 30万円
一般預託
○上万願寺 朽木　照瑞 3万円
○住友生命加西支部 1万962円
指定預託
☆加西ボランティア協会へ
○曽根自治区 渡辺　英彦 2万円

善意の花束

（受付順　敬称略）

○田町 竹本　幸夫 1万5千円
○笹倉 高橋　　清 2万円
○横尾 水田美智子 2万円
○匿名（Ｙ・Ｙ） 2万円

※市外で死亡届を提出された方で「お悔や
み」に掲載を希望される方は秘書広報課
（��8701）までご連絡ください。

遊
び
な
が
ら
相
談
で
き
る
「
ひ
よ
っ
こ

タ
イ
ム
」
を
利
用
し
ま
せ
ん
か
。

日
　
時

月
曜
〜
金
曜
（
週
一
回
）

午
前
10
時
〜
11
時
30
分

場
　
所

健
康
福
祉
会
館
２
階

児
童
療
育
室

対
　
象

市
内
在
住
、
１
歳
以
上
で

保
育
所
入
所
前
の
幼
児
と
そ
の
保
護
者

費
　
用

無
料

申
込
期
間

４
月
３
日
（月）
〜

14
日
（金）

申
込
方
法

児
童
療
育
室
へ
来
室

の
上
登
録

※
育
児
相
談
・
児
童
福
祉
相
談
も

面
接
・
電
話
共
に
随
時
行
な
っ
て

い
ま
す
。（
電
話
42
│
６
７
０
４

午
前
９
時
〜
午
後
４
時
）

北
条
鉄
道
で
は
、
３
月
11
日
（土）

便
利
に
な
っ
た
北
条
鉄
道

夕
方
通
勤
時
間
帯
に
1
往
復
増
発

場
　
所

市
内
各
公
会
堂
等
（
時

間
等
詳
細
は
各
戸
配
布
の
日
程
表
参
照
）

対
　
象

生
後
91
日
以
上
の
飼
い
犬

料
　
金

●
今
年
度
初
め
て
登
録
の
犬
（
新

規
）
一
頭
に
つ
き
６，
２
０
０
円

●
登
録
済
の
犬

一
頭
に
つ
き
３，
２
０
０
円

※
動
物
病
院
で
も
受
け
ら
れ
ま
す
。

日
　
時

３
月
26
日
（日）

午
後
１
時
30
分
〜

場
　
所

市
民
会
館
文
化
ホ
ー
ル

出
演
者

加
西
児
童
合
唱
団
、
混

声
合
唱
団
″ヴ
ォ
ル
ケ
″

入
場
料

無
料

演
奏
曲
目

「
少
年
時
代
」「
記
念

樹
」「
も
の
の
け
姫
」
ほ
か
、
ミ
ュ

ー
ジ
カ
ル
「
帰
っ
て
き
た
か
ぐ
や
姫
」

第
18
回
　
さ
る
び
あ
っ
子

加
西
児
童
合
唱
団
定
期
演
奏
会



16■広報かさいは、資源保護のため100％再生紙を使用しています。

H12.3.1現在（前月比）
人　口／ 52,389（＋ 2） 世帯数／ 15,830（＋22）
男　／ 25,419（＋16） 女　／ 26,970（－14）

73趣のあるアケビの雌花

ア
ケ
ビ
と
い
え
ば
、
秋
に
熟
し
て

皮
が
裂
け
、
中
か
ら
種
子
を
包
む

白
く
て
甘
い
果
肉
が
顔
を
出
す
、

独
特
な
果
実
が
思
い
う
か
び
ま
す

が
、
春
の
花
も
な
か
な
か
個
性
的

で
や
さ
し
く
、
味
わ
い
の
あ
る
も
の

で
す
。

１
つ
の
花
穂
の
中
に
多
く
の
小
型

の
雄
花
と
少
数
の
大
型
の
雌
花
が

つ
き
ま
す
。
雌
花
の
花
弁
の
よ
う

に
見
え
る
の
は
が
く
で
、
花
び
ら
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。

春
の
ア
ケ
ビ
で
も
う
一
つ
知
ら
れ

て
い
る
の
は
、
山
菜
と
し
て
の
ア
ケ

ビ
で
す
。
若
芽
を
つ
み
、
ゆ
で
て
苦

味
を
取
る
と
、
ひ
た
し
物
な
ど
に

な
り
ま
す
。

（
加
西
市
動
植
物
生
態
調
査
委
員
会
）

KASAIデータバンク

ホームページ http: //www.hyogo. com / kasai

�

加西市だより
市のお知らせやまちの話題を放送
毎週水曜日　午後0時50分～55分

【大賞】「のしてんてん'00.2-1」北籔和夫（大阪府・絵画）�

花の美術大賞：北籔和夫（大阪府・絵画）�
第１０回記念パルナス賞：高島彦志（沖縄県・絵画）�
ジャパンフローラ賞：矢部要（揖保郡・写真）�
ゆめ（優秀）賞：中島愼一（滋賀県・絵画）、天野潮彦
（西脇市・絵画）、山中千代子（大阪府・写真）�
根日女（奨励）賞：山口敏行（三木市・絵画）、宮　
靖夫（大阪府・絵画）、大藤英子（広島県・絵画）、
沼尾雅代（大阪府・絵画）、山下敏夫（網引・写真）、
山本健一（西南・写真）（敬称略）�
　また、市内からは宮本博文さん（古坂3丁目・写真）
が入選されました。�

　“花”をテーマに「加西」を全国に発信してきた花の美術大賞展も、20世紀最後の年に10回と
いう節目の年を迎えました。今回も44都道府県・ブラジル・中国から726点の応募がありました。�
　今年の特色は、加西・大阪・東京展以外に「淡路花博」ジャパンフローラにて4月と6月
に移動展を開催することです。ご都合の良い会場で、是非“花”の世界をご堪能下さい。�

（敬称略）�

会期／3月18日～9月17日（184日間）�
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